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３．事後アンケート
保育者に記入してもらった事後アンケートの概要を

Table 3 に示す。

幼稚園の教員は総じて、園内研修によってサマーチャ

レンジの意義を改めて考えたり、幼児理解が深まった

り、事前学習の必要性を改めて考えたりしたと回答して

いた。それを踏まえて下見と事前学習を行ったことが、

子供に期待感をもたせたり、不安を軽減したりする効果

があったと考えている。また、事前学習から当日までの

一連の流れの中でサマーチャレンジをとらえるという体

験ができたことで、子供の学びが深まったと感じている

保育者もいた。

次年度に改善すべき点は、集約すると①事前学習をよ

り現実感のある体験にする、②保育者が自然についての

予備知識を持っておく、③役割分担や協力ができる活動

を考える、④当日のうちに振り返りを行う、⑤新設され

た幼児用の遊歩道を活用する予定を立てる、という５つ

の内容が挙げられた。

考　察

１．本研究から明らかになったこと
今回の実践では、事前学習を十分に行ってから園外で

の自然体験活動を行うことをねらった。そのためにまず

園内研修を行い、自然体験活動の意義・子供の理解・事

前学習の必要性についての共通理解を図った。当日は全

ての子供が沢登り・トントンの森の散策に参加し、自然

を楽しむことができたことから、事前の準備が有効で

あったと考えられる。また教師を対象とした事後のアン

ケート調査でも、園内研修と事前学習が有効であったと

の回答が多く寄せられた。これらの結果から、活動のね

らいと準備のあり方について職員が共通理解を図り、子

供の状態に合わせて事前学習を行うことの有効性が実証

されたといえる。

特に、これまでは行っていなかった築山と小川での遊

びを導入したことで、子供の期待感が高まったり、不安

感や嫌悪感が低まったりする効果があったと思われる。

実際に、日頃から不安が高い様子が観察される子供も、

当日は沢登りとトントンの森の散策に参加することがで

きた。写真による説明だけでなく、実体験を伴う事前学

Fgure 16　幼児用の遊歩道 Figure 17　遊歩道の全景

Figure 18　オタマジャクシのいる水辺
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園外で自然体験活動を計画する際の留意点について

習を導入したことがより効果的だったと思われる。なお、

今回の事前学習は写真を用いていたが、今年度の沢登り

の様子を撮影した動画のデータがあるので、次年度以降

は動画を利用したより臨場感のある事前学習も可能にな

ると思われる。

なお、今回の実践では全ての幼児が活動に参加するこ

とができたため、どの活動に参加するかを子供に確認す

る必要はなかったが、もし感覚的な過敏さのある子供が

在籍している場合には、本研究で準備しておいたよう

な柔軟な対応をする必要がある。アメリカ精神医学会

（2013：日本版は 2014）が作成した DSM・５では、自

閉スペクトラム症のこだわりの症状の１つとして感覚的

な過敏さが挙げられている。従来から、広汎性発達障害

児に感覚的な過敏さがあることは指摘されていた（たと

えば尾崎・小林・水内・阿部 ,2013）。しかし診断基準

が大幅に改定された DSM・５では、感覚的な過敏さ（ま

たは鈍さ）がこだわりの症状として明確に定義されるこ

とになった。そして、感覚の過敏さは短期間では改善す

ることができない本質的な特徴である。その場合には、

少しくらい無理をさせても濡れたり汚れたりする体験を

させようと考えるのは明らかに誤りである。本研究では、

経過の部分で述べたように、当日の参加のしかたについ

て子供の意思を尊重して別の活動を行う準備をしてあっ

た。こうした柔軟な対応をあらかじめ計画しておくこと

は合理的配慮だと考えられる。

２．今後の課題
藤原（2010）は、ある幼稚園における自然を題材とし

た４つの保育事例を分析し、教師の意図にはａ．感性を

育む、ｂ．イメージを持って遊べるようにする、ｃ．表

現へつなげる、ｄ．遊びを広げ、深める、の４つが含ま

れていると述べている。今回のサマーチャレンジでは、

自然と十分に触れあうこと、すなわち感性を育むことが

主な目的であった。したがって今後は、活動の計画だけ

Table 3　事後アンケートの内容

・子どもたちが活動のイメージや見通しをもつことに、大変有効であった

・環境が語りかけてくるポイントがわかりやすく、くぐる・またぐ・のぼるといったトライを子供たちと楽しむ上

で有効だった

・写真を見ることで、視覚から ｢ こんな所へ行くんだ ｣ と子どもたちの意識が高まったと思う

・当日の子供の発言で ｢ ○○いるかなぁ ｣ 等と具体的な楽しみをもっていることがうかがえたので、役だったと思

う

・｢ 築山と小川での遊びを ｣ サマーチャレンジを想定して行ったのは今回が初めて（?）ではないかと思うが、イメー

ジを膨らませ、期待感をもつのに効果があったのではないか

・汚れること、濡れることに抵抗が強い子どもにも、頑張る気持ちを持たせることができたかもしれない

・具体的な物を見たり水に濡れて歩いたりする学習で、子どもたちの意欲も増し、サマーチャレンジが１日だけの

体験ではなく、時間をかけたものになってよかった

・足を濡らすのがいやな子供も、濡らすことが嬉しくて ｢ キャーキャー ｣ と言っている様子を見て、｢ 足を濡らすの

はいやなことではない。おもしろいこと。友達は喜んでいる。｣　ということに気付き、　当日 ｢ やってみよう ｣

という気持ちになった子供もいると思う

・（築山と小川の遊びは、現地と）規模は違うが、ある程度見通しにつながったり、自信につながったりしたのでは

ないか

・未経験のことに不安を感じる子供の多いクラスなので、それが軽減されたと思う

・（下見に生き物に詳しい指導員がついていてくれたことで）植物だけでなく、生き物の生息地を知ることができ、

子どもたちに伝えられたことで期待感をより高めることができた

＜来年度以降に改善した方がよい点＞

・幼児用の遊歩道は子どもたちが喜んでいて、いい経験になったので、予定に入れておく　といい

・下見の際についてくれた指導員と当日の指導員が別の職員であったため、急な変更は必ず事前に共通理解する必

要がある

・築山と小川での事前学習の際に、流れる水の量を増やしたり、ホースで上から水を流すなど、ある程度の水量が

欲しい

・できれば子どもたちがより主体的にリーダー、副リーダーの仕事ができるような体験内容にしてはどうか

・今年の活動、トントンの森、用水（おたまじゃくしとの出会い）の写真を来年度の事前学習用に準備しておく

・楽しかったことや頑張ったことなどの振り返りをその日のうちにしてから帰るとよいのではないか

　（退所式の前にグループごとの時間を取るなど）

・子供の感想を知りたい

・森や沢についてちょっとした知識を多く持って、子どもたちといろいろ話しながら回れるように、職員の学びも

必要

・今年の計画も時間に余裕がとってあり、沢で木にまたがったり滑り台をしたりつるや大きな葉で遊んだりする時

間が合ったので、来年度もその点に留意するとよい

・日程に、時間的な余裕が必要
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でなく、活動の最中に教師がどのような言葉をかけたり、

自然の事物に子供たちの関心を誘導していたのか、と

いった保育者の関わりを記録し、よりよい体験活動のあ

り方を検討していく必要があろう。

また、事後のアンケートにもあったように、その日の

うちに振り返り活動を行い、子供たちの感想を確かめる

ことも、計画立案の効果を検討するためには必要であろ

う。特にサマーチャレンジの活動は、終業式が終わった

翌日（夏休みの初日）に行う園行事であるため、通常の

保育の中で振り返りを行うことができない。したがって、

その日のうちに振り返りを行い、子供たちと教師が一緒

に自然体験の喜び・達成感を共有する場を設定すること

は、教育的な効果を高めるために有用であろう。

長期的な検討課題としては、自然体験活動を複数回実

施できるような年間計画の立案も考えられる。今回の実

践では、入所式後のオリエンテーション（Figure 2）で、

降雪時の写真を見て子供たちが驚いていた。したがって、

同じ場所を異なった季節（特に冬）に訪れ、季節の変化

を十分に感じたり、平地ではなかなかできない雪遊びを

十分に楽しんだりする機会を持つことも必要だと思われ

る。今後は、園行事のあり方を見直す中で、ウィンター

チャレンジのような取り組みを検討する価値もあると考

えられる。
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注記
                                                                    

注１）　本研修で使用した自然体験活動の意義に関する

資料は、平成 22 年に自然の家で行われた幼年期にお

ける自然体験活動指導者養成講習会において、信州大

学教育学部教授平野吉直氏が配布した資料に第１著者

がコメントを加えたものである。第１著者はこの事業

の講師を務めており、その際に学生と行った野外体験

をもとに園内研修用の資料を作成した。

注２）　アフォーダンスとはギブソンが提唱した概念で、

物の知覚のしかたは環境に埋め込まれているという考

え方である（佐々木，2013）。

注３）　第１著者は、本務の関係で下見には同行しなかっ

た。しかし、自然の家の運営委員を務めるほか、この

施設の利用経験が数十回に上っている。そこで幼稚園

教諭が下見の際に撮影してきた写真と現地についての

報告を聞き、事前学習で子供たちに伝える内容につい

ての打ち合わせを行った。

付記
    

　富山大学人間発達科学部附属幼稚園では、研究成果を

発表する際に写真を使用することについて、保護者の同

意を得ている。
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